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不定方程式暗号は不定方程式の求解問題の計算困難性

をベースとする耐量子計算機暗号である。特に、非線形

不定方程式の求解問題は（その係数環の取り方によって

は）一般的な解法アルゴリズムがないことが証明できる

極めて計算困難性の高い問題（非可解問題）となってい

る。本論文で述べる近似イデアルＧＣＤ問題に基づく不

定方程式暗号もそのような非可解問題に基づく耐量子計

算機暗号で、文献 [1]において提案され、鍵長がRSA暗

号の約 1/2となることが主張されている。

本論文では、この近似イデアルＧＣＤ問題に基づく不

定方程式暗号において、暗復号処理を簡素化できる１つ

のバリエーションを提案する。提案するバリエーション

はこの簡素化によって復号演算の高速化が可能となる。

しかしその一方で、文献 [2]において指摘されている部

分イデアル分解攻撃が適用可能となり、その耐性評価が

必要となる。本論文では文献 [1]において提案されてい

るオリジナルアルゴリズムを復習し、そのバリエーショ

ンを提示するとともに部分イデアル分解攻撃への耐性を

計算機実験に基づいて評価する。また、その結果に基づ

くパラメータを提案し、鍵長や暗号文長を見積もる。
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